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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第49期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第48期

会計期間
自平成21年１月１日
至平成21年３月31日

自平成22年１月１日
至平成22年３月31日

自平成21年１月１日
至平成21年12月31日

完成業務高（千円） 968,312 1,086,617 4,066,014

経常利益又は経常損失（△）（千円） △31,549 12,412 △367,228

四半期純利益又は四半期（当期）純損失

（△）（千円）
△49,751 1,565 △499,430

純資産額（千円） 4,424,398 3,977,078 3,960,809

総資産額（千円） 5,907,935 5,689,257 5,265,291

１株当たり純資産額（円） 592.09 532.34 530.11

１株当たり四半期純利益金額又は１株当

たり四半期（当期）純損失金額（△）

（円）

△6.66 0.21 △66.84

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 74.9 69.9 75.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△121,505 90,675 △548,548

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
520,835 △63,124 645,488

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△105 △1,319 △5,645

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高（千円）
1,284,027 1,001,636 975,322

従業員数（人） 325 326 327

　　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．完成業務高には、消費税等は含んでおりません。

　　 ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第49期第１四半期連結累計（会計）期間

につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第48期第１四半期連結累計（会計）期

間及び第48期につきましては、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

EDINET提出書類

オリジナル設計株式会社(E04955)

四半期報告書

 2/23



２【事業の内容】

　　当第１四半期連結会計期間において、当グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当社は平成21年11月６日開催の取締役会の決議に基づき、平成22年１月１日付で連結子会社である株式会社カンザイを

吸収合併いたしました。

名称 住所
資本金
（百万円）

主要な事業の内容
議決権の所有割合
(％)

関係内容

（連結子会社）

 

㈱カンザイ

　

秋田県秋田市 10

都市施設情報処理

事業及びシステム

開発のサポート

100

　

当社の都市施設情報

処理事業への協力及

びシステム開発のサ

ポート

　

　 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年３月31日現在

従業員数（人） 326 [61]

　（注）　従業員数は就業人員（当グループから当グループ外への出向者を除き、当グループ外から当グループへの出向者

を含む）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、アルバイト）は当第１四半期連結会計期間の平均人員を

［　］内に外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成22年３月31日現在

従業員数（人） 322 [61]

　（注）　従業員数は就業人員（当社から当社外への出向者を除き、当社外から当社への出向者を含む）であり、臨時雇用

者数（パートタイマー、アルバイト）は当第１四半期会計期間の平均人員を［　］内に外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称 金額（千円）
 

前年同期比（％）

建設コンサルタント部門      

上下水道（調査・計画・実施設計・施工監理) 1,175,910 109.9

その他 26,151 125.0

小計 1,202,061 110.2

情報処理部門 　  

都市施設情報管理・ソフト開発 242,986 103.1

小計 242,986 103.1

合計 1,445,047 108.9

　（注）　金額は販売価額で表示しており、消費税等は含まれておりません。

(2）受注実績

　当第１四半期連結会計期間における受注実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称 受注高（千円）
 

受注残高
（千円）

 
前年同期比
（％）

前年同期比
（％）

建設コンサルタント部門           

上下水道（調査・計画・実施設計・施工監理) 627,751 134.2 2,257,914109.6

その他 9,500 117.0 8,195 31.2

小計 637,251 133.9 2,266,110108.6

情報処理部門           

都市施設情報管理・ソフト開発 104,958 176.5 553,293 111.4

小計 104,958 176.5 553,293 111.4

合計 742,209 138.6 2,819,404109.1

　（注）　金額は販売価額で表示しており、消費税等は含まれておりません。

EDINET提出書類

オリジナル設計株式会社(E04955)

四半期報告書

 4/23



(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称 金額（千円）
 

前年同期比（％）

建設コンサルタント部門      

上下水道（調査・計画・実施設計・施工監理) 882,623 114.3

その他 31,304 153.7

小計 913,927 115.3

情報処理部門      

都市施設情報管理・ソフト開発 172,689 98.4

小計 172,689 98.4

合計 1,086,617 112.2

　（注）１．金額は販売価額で表示しており、消費税等は含まれておりません。

２．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

前第１四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

官公庁                 

日本下水道事業団 182,216 18.8 244,444 22.5

その他 750,884 77.6 830,869 76.5

小計 933,100 96.4 1,075,314 99.0

民間                 

その他 35,211 3.6 11,303 1.0

小計 35,211 3.6 11,303 1.0

合計 968,312 100.0 1,086,617 100.0

　（注）　金額は販売価額で表示しており、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　文中における将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間末現在において当社が判断したものです。　

　

（1）継続企業の前提に対する重要事象について

   　当グループは、前期まで継続して営業損失を計上していることから、継続企業の前提に関する重要な疑義を生

　 じさせる状況が存在しております。　
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３【経営上の重要な契約等】

    　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  文中における将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間末現在において当社が判断したものです。

　

(1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジア向けを中心とした輸出が好調となり、企業の設備投資や

雇用情勢も厳しいながら改善の兆しがみえたものの、生産の増加が国内消費の拡大までには波及しませんでした。

　　　　当建設コンサルタント業界におきましては、国及び地方自治体の下水道事業予算縮減により、受注獲得をめぐる

　　　企業間競争は依然として激しく、採算性の確保は引き続き厳しい状況となっております。

　　　　このような外部環境の中で当グループは、子会社の吸収合併や組織体制の見直しにより、業務及び生産の効率化　　　　

　　　を図ると共に、長期にわたり取り組んできた安全・安心・保全の技術を基にした上下水道及び、環境施設の新設・　

　　　拡張・更新・維持管理に対するコンサルティング業務の推進、さらに、下水道事業の新規事項である構造物の長寿

　　　命化支援業務や耐震診断業務、地球温暖化対策支援業務の展開など、既市場及び、民需を含めた新市場への営業活

　　　動を全社一丸となって展開してまいりました。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の受注高は７億４千２百万円（前年同四半期比38.6％増）となりました。一

方、完成業務高は当第１四半期連結会計期間から工事進行基準の適用を開始した結果10億８千６百万円（前年同四

半期比12.2％増）、営業利益は１千３百万円（前年同四半期は営業損失４千９百万円）、経常利益は１千２百万円

（前年同四半期は経常損失３千１百万円）、四半期純利益は１百万円（前年同四半期は四半期純損失４千９百万

円）となりました。

　当グループにおける事業部門別の業績は、次のとおりであります。

［建設コンサルタント部門］

　建設コンサルタント部門につきましては、地方自治体の財政悪化による公共事業の削減及び発注単価の低下等は

あったものの、受注高は６億３千７百万円（前年同四半期比33.9％増）となりました。一方、完成業務高は９億１千

３百万円（前年同四半期比15.3％増）となりました。

［情報処理部門］

　情報処理部門につきましては、受注高は１億４百万円（前年同四半期比76.5％増）となりました。一方、完成業務

高は１億７千２百万円（前年同四半期比1.6％減）となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、主として売上債権の増加、未

成業務支出金の増加、未成業務受入金の増加などにより、前連結会計年度末に比べて２千６百万円増加し、当第１四

半期連結会計期間末の残高は10億１百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況と増減の要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により獲得した資金は９千万円（前年同四半期は１億２千１百万円の使用）となりました。

　主な内訳は売上債権の増加額１億３千２百万円、未成業務支出金の増加額１億７千１百万円、未成業務受入金の増

加額４億３千９百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により使用した資金は６千３百万円（前年同四半期は５億２千万円の獲得）となりました。

　これは主に敷金及び保証金の差入による支出５千４百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により使用した資金は１百万円（前年同四半期は０百万円の使用）となりました。

　これは主にリース債務の返済による支出１百万円によるものであります。　

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

 

(4）研究開発活動　

 当第１四半期連結会計期間において、該当事項はありません。
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(5) 重要事象等について

    当グループは、前期まで継続して営業損失を計上していることから、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じ

させる状況が存在しております。　

　  この状況を解消すべく、経営方針の骨子を定め、営業組織の強化により市場の変化に対応した受注拡大と生産性向

上及び徹底したコスト削減に取り組んでおります。具体的には下水道事業の新規事項を中心とした自然災害リスク

対応型業務、地球温暖化対策支援業務、構造物の長寿命化支援業務、自治体の企業会計移行支援業務、下水道施設の

アセットマネジメント業務などの受注活動を積極的に進めております。

　  利益につきましては、役員を始めとした人件費の圧縮や組織集約（子会社の吸収合併）、本社及び地方事務所移転

などによる更なる固定費の削減、さらに、技術者のスキルアップや作業の工程管理及び、予算管理などのマネジメン

ト力の強化により生産性の向上を図る事で収益の改善に努めており、経営の健全化に向けて全社一丸となって取り

組んでおります。

　  一方、資金面につきましては、当連結会計年度に見込まれる運転資金の需要に対して、現在の現預金残高での対応

が十分に可能であり、新たな資金調達の必要性はありません。

　  従いまして、当社は、継続企業の前提に関する重要な不確実性はないと認識しております。　　　

EDINET提出書類

オリジナル設計株式会社(E04955)

四半期報告書

 7/23



第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更

はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,911,000

計 19,911,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数(株)
（平成22年３月31日）

提出日現在発行数（株）
(平成22年５月14日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 7,796,800 7,796,800
㈱東京証券取引所

市場第二部

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は500株であり

ます。

計 7,796,800 7,796,800 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成22年１月１日～

 平成22年３月31日 
－ 7,796,800 － 1,093,000 － 2,171,308

　

　

 

（５）【大株主の状況】

　　当第１四半期会計期間において、大株主の異動はありません。
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（６）【議決権の状況】

　①【発行済株式】

　 平成22年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式     325,500
－ 単元株式数500株

完全議決権株式（その他） 普通株式   7,420,500 14,841 同上

単元未満株式 普通株式      50,800－
１単元（500株）未満の

株式

発行済株式総数    7,796,800 － －

総株主の議決権 － 14,841 －

 

②【自己株式等】

　 平成22年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

オリジナル設計株式会社
東京都渋谷区元代々

木町３０番１３号
325,500 - 325,500 4.17

計 － 325,500 - 325,500 4.17

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年１月 ２月 ３月

最高（円） 119 114 125

最低（円） 111 103 104

　（注）　最高・最低株価は、㈱東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年３月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平

成21年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平成22

年３月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,183,688 3,157,068

受取手形及び完成業務未収入金 573,440 441,247

未成業務支出金 919,566 748,129

その他 53,697 42,298

流動資産合計 4,730,393 4,388,745

固定資産

有形固定資産 ※1
 255,737

※1
 256,129

無形固定資産 126,295 125,584

投資その他の資産 ※2
 576,831

※2
 494,832

固定資産合計 958,864 876,546

資産合計 5,689,257 5,265,291

負債の部

流動負債

業務未払金 240,137 201,942

リース債務 5,065 5,019

未払法人税等 15,239 51,718

未成業務受入金 564,888 125,697

賞与引当金 62,606 19,280

受注損失引当金 1,082 5,709

移転費用引当金 53,550 86,100

その他 173,222 178,447

流動負債合計 1,115,793 673,915

固定負債

リース債務 14,919 16,203

繰延税金負債 21,101 11,042

退職給付引当金 537,840 542,314

その他 22,523 61,005

固定負債合計 596,386 630,566

負債合計 1,712,179 1,304,481
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,093,000 1,093,000

資本剰余金 3,109,291 3,171,308

利益剰余金 28,399 △35,182

自己株式 △284,614 △284,538

株主資本合計 3,946,076 3,944,587

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 31,001 16,222

評価・換算差額等合計 31,001 16,222

純資産合計 3,977,078 3,960,809

負債純資産合計 5,689,257 5,265,291
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

完成業務高 968,312 1,086,617

完成業務原価 718,437 767,708

売上総利益 249,874 318,908

販売費及び一般管理費 ※
 299,248

※
 305,903

営業利益又は営業損失（△） △49,373 13,005

営業外収益

受取利息 3,327 1,274

出向者業務分担金 － 2,220

保険解約返戻金 16,917 －

その他 2,891 1,455

営業外収益合計 23,135 4,950

営業外費用

支払利息 － 190

株式関係費用 5,297 5,353

その他 14 －

営業外費用合計 5,312 5,543

経常利益又は経常損失（△） △31,549 12,412

特別損失

固定資産除却損 15 25

特別損失合計 15 25

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△31,565 12,387

法人税、住民税及び事業税 18,186 10,822

四半期純利益又は四半期純損失（△） △49,751 1,565
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△31,565 12,387

減価償却費 12,229 12,783

賞与引当金の増減額（△は減少） 40,380 43,326

受注損失引当金の増減額（△は減少） △3,592 △4,626

移転費用引当金の増減額（△は減少） － △32,549

退職給付引当金の増減額（△は減少） △25,022 △4,473

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △107,726 －

受取利息及び受取配当金 △3,327 △1,274

支払利息 － 190

固定資産除売却損益（△は益） 15 25

売上債権の増減額（△は増加） 6,155 △132,192

未成業務支出金の増減額（△は増加） △233,362 △171,436

仕入債務の増減額（△は減少） 76,308 38,194

未成業務受入金の増減額（△は減少） 212,565 439,190

その他 △21,083 △64,575

小計 △78,025 134,968

利息及び配当金の受取額 2,108 520

利息の支払額 － △190

法人税等の支払額 △45,588 △44,622

営業活動によるキャッシュ・フロー △121,505 90,675

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 499,593 △305

有形固定資産の取得による支出 △2,207 △532

無形固定資産の取得による支出 △9,459 △8,840

敷金及び保証金の差入による支出 － △54,047

その他の支出 △8,166 △2,835

その他の収入 41,075 3,437

投資活動によるキャッシュ・フロー 520,835 △63,124

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △10 △75

配当金の支払額 △95 △6

リース債務の返済による支出 － △1,237

財務活動によるキャッシュ・フロー △105 △1,319

現金及び現金同等物に係る換算差額 47 83

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 399,270 26,314

現金及び現金同等物の期首残高 884,756 975,322

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,284,027

※
 1,001,636
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

　１．連結の範囲に関する　

事項の変更

　(１)連結の範囲の変更

　　　株式会社カンザイは、平成22年１月１日付で当社が吸収合併しております。

(２)変更後の連結子会社の数　　１社　

　２．会計処理基準に関す

る事項の変更

　　完成業務高及び完成業務原価の計上基準の変更

　　請負業務に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりました

が、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び

「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年

12月27日）を当第１四半期連結会計期間より適用し、当第１四半期連結会計期間に着

手した請負契約から、当第１四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確

実性が認められる業務については工事進行基準（業務の進捗率の見積りは原価比例

法）を、その他の業務については工事完成基準を適用しております。

　　これにより、完成業務高は109,763千円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四

半期純利益は、それぞれ40,835千円増加しております。

 

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

（四半期連結損益計算書）

　前第１四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「出向者業務分担金」

は、営業外収益総額の100分の20を超えたため、当第１四半期連結累計期間より区分掲記することとしました。なお、前

第１四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「出向者業務分担金」は2,118千円であります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

　前第１四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しており

ました「敷金及び保証金の差入による支出」は、金額的重要性が増したため、当第１四半期連結累計期間より区分掲

記することとしました。なお、前第１四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に

含まれる「敷金及び保証金の差入による支出」は356千円であります。

　

【簡便な会計処理】

 
 
 

当第１四半期連結会計期間 
（自　平成22年１月１日 
 至　平成22年３月31日）

固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

退職給付引当金の算定方法 　退職給付引当金については、連結会計年度に係る退職給付費用の額を期間按

分して算定する方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　当第１四半期連結会計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）

　　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年３月31日）

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、444,632千円であ

ります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、442,295千円であ

ります。

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 ※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 9,036千円 投資その他の資産 9,036千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

従業員給与手当 137,967千円

賞与引当金繰入額 11,280 

退職給付費用 4,457 

役員退職慰労引当金繰入額 1,886 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

従業員給与手当 135,203千円

賞与引当金繰入額 12,204 

退職給付費用 4,307 

 　 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年３月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 3,657,382

預入期間が３か月を超える定期預金 △2,373,354

現金及び現金同等物 1,284,027

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年３月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 3,183,688

預入期間が３か月を超える定期預金

担保に供している定期預金　

△2,178,052

△4,000　

現金及び現金同等物 1,001,636
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年３月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　

平成22年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　　7,796,800株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　　325,837株

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日）

　　当グループの事業は建設コンサルタント事業並びにこれらに付帯する業務の単一事業であります。従って、開

示対象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）

　　当グループの事業は建設コンサルタント事業並びにこれらに付帯する業務の単一事業であります。従って、開

示対象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日）

　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がありませんので、該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）

　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がありませんので、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日）

　　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）

　　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年３月31日）

　著しい変動がないため記載を省略しております。

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年３月31日）

　当グループはデリバティブ取引を行っておりません。

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）

　該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）

　共通支配下の取引等

１．結合当事企業の名称及びその事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引の目的を含む

　取引の概要

　(１)結合当事企業の名称及びその事業の内容　

 　　 　結合当事企業の名称　　株式会社カンザイ

　　　　事業の内容　　　　　　都市施設情報処理事業及びシステム開発のサポート

　(２)企業結合の法的形式

　　　　当社を存続会社とする吸収合併方式（会社法第796条３項に定める簡易合併並びに同法第784条第１項に　

　　　定める略式合併）とし、合併による資本金の増加及び合併交付金の支払いはありません。　

　(３)結合後企業の名称

　　　　オリジナル設計株式会社

　(４)取引の目的を含む取引の概要

　　　　株式会社カンザイは、当社の都市施設情報処理事業及びシステム開発のサポートに特化し、これまで都

　　　市施設情報のデータベース化とこれを主に上下水道へ活用するシステムの開発を主な事業として運営して

　　　まいりましたが、当社グループを取り巻く経営環境の変化に対応し、グループ経営資源の集中と組織の効　

　　　率化を図るため、平成22年１月１日付で当社に吸収合併致しました。

２．実施した会計処理の概要

　　　「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会　平成15年10月31日）及び「企業結合会計基準及び事業分

　　離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成19年11月15日）に基づき、共通支配

　　下の取引として処理しております。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年３月31日）

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

１株当たり純資産額 532.34円 １株当たり純資産額 530.11円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

１株当たり四半期純損失金額

（△）
△6.66円

１株当たり四半期純利益金額 0.21円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額等の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △49,751 1,565

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△49,751 1,565

期中平均株式数（株） 7,472,530 7,471,373
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（重要な後発事象）

　　　　当第１四半期連結会計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）

　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

        当第１四半期連結会計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日） 

著しい変動がないため記載を省略しております。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年５月13日

オリジナル設計株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 浅野　俊治　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　信一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオリジナル設計株式

会社の平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平

成21年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オリジナル設計株式会社及び連結子会社の平成21年３月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。

EDINET提出書類

オリジナル設計株式会社(E04955)

四半期報告書

22/23



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年５月14日

オリジナル設計株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 浅野　俊治　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　信一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオリジナル設計株式

会社の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平

成22年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オリジナル設計株式会社及び連結子会社の平成22年３月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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